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地球温暖化を防止するには，大気中の二酸化炭素の排出量をマイナスにする「ネガティブ・エ

ミッション技術」の確立が急務です．このためには，二酸化炭素を回収・除去する分離材料が必要

です．我々は，二酸化炭素吸収剤をマイクロカプセル化することで，ハンドリングが容易な二酸化

炭素分離材料を開発しました(図1)．二酸化炭素を多く排出する施設での利用を想定しています．

またこの技術をDirect Air Capture (DAC；大気中の二酸化炭素を直接回収する技術)にも展開

すべく，研究開発を行っています．
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CO2を脱離した
マイクロカプセル

CO2を吸収した
マイクロカプセル

・簡便に数 μm ～ 数 mm の粒径のマイクロカプセル内に二酸化炭素吸収剤を封入できる

・粉体として二酸化炭素吸収剤を扱うことができる

・所望の吸収剤（または吸着剤），カプセル壁材を使用できる

・本技術を応用すれば，蓄熱材等の機能性分子のマイクロカプセル化も可能である

図1. 二酸化炭素吸収マイクロカプセル
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・二酸化炭素を多量に排出する施設（発電所，工場，下水処理場など）での二酸化炭素分離

・CCS（Carbon dioxide Capture and Storage），CCU(Carbon dioxide Capture and Utilization)材料
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マイクロ流体デバイスを用いて，所望の二酸化炭素吸収剤を内包したエマルションを調製し，

これをマイクロカプセル化します（図2）．マイクロカプセルの粒径や壁の厚みは種々のパラ

メータで制御でき，単分散なマイクロカプセルとして回収できます（図3）．

図2. 二酸化炭素吸収マイクロカプセル調製法 図3. 回収した二酸化炭素吸収

マイクロカプセル

作製したマイクロカプセルをカラムに充填し，二酸化炭素を供給すると直ちに二酸化炭素を

吸収し，その後，窒素を供給すると二酸化炭素を脱離する様子を観察しています（図4）．

またこの操作を繰り返して，マイクロカプセルの安定性も確認しています．

図4. 二酸化炭素吸収・脱離試験による性能評価
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